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「
珈
琲
店
の
奇
跡
」

「
珈
琲
店
の
奇
跡
」		

東
出
菜
代

東
出
菜
代
（（
東
京
都
港
区

東
京
都
港
区
））　　

「
ビ
ー
バ
ー
の
目
」

「
ビ
ー
バ
ー
の
目
」		

藪
口
莉
那

藪
口
莉
那
（（
静
岡
県
静
岡
市

静
岡
県
静
岡
市
））

「
息
子
の
学
生
服
」

「
息
子
の
学
生
服
」		

家
森
澄
子

家
森
澄
子
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

（
岡
山
県
倉
敷
市
）

　　

「「
じ
っ
ち
ゃ
ん
と
の
追
憶

じ
っ
ち
ゃ
ん
と
の
追
憶
」
髙
槻
勇
治

」
髙
槻
勇
治
（
京
都
府
相
楽
郡
）

（
京
都
府
相
楽
郡
）

「
べ
こ
石
の
浜
辺
で
」

「
べ
こ
石
の
浜
辺
で
」		

金
田
一
淳

金
田
一
淳
（
青
森
県
三
戸
郡
）

（
青
森
県
三
戸
郡
）

「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」　
　

晋
多
可
幸

「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」　
　

晋
多
可
幸
（（
京
都
府
京
都
市

京
都
府
京
都
市
））

「
私
を
待
つ
人
」　
　
　

松
田
正
弘

「
私
を
待
つ
人
」　
　
　

松
田
正
弘
（
京
都
府
京
都
市
）

（
京
都
府
京
都
市
）

「
小
さ
な
発
見　

野
菜
の
祖
先
と
出
会
う
旅
」

「
小
さ
な
発
見　

野
菜
の
祖
先
と
出
会
う
旅
」		

                              
                              

本
間　

浩

本
間　

浩
（
東
京
都
府
中
市
）

（
東
京
都
府
中
市
）

「
貯
金
こ
れ
だ
け
で
よ
く
平
気
だ
ね
」

「
貯
金
こ
れ
だ
け
で
よ
く
平
気
だ
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
節
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
節
子
（（
北
海
道
帯
広
市

北
海
道
帯
広
市
））

「「
移
動
の
自
由
と
喜
び
を
求
め
て

移
動
の
自
由
と
喜
び
を
求
め
て
」」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野
高
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野
高
明
（
大
阪
府
大
阪
市
）

（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
さ
よ
な
ら
モ
チ
の
木
」　

藤
崎
良
子
（
福
岡
県
遠
賀
郡
）

「
『
浅
間
山
噴
火
大
和
讃
』
が
繋
ぐ
鎌
原
の
命
」	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
松
佐
保
（
群
馬
県
吾
妻
郡
）

「
弔
い
上
げ
」　
　

	

さ
と
う
ゆ
き
の	

（
福
岡
県
遠
賀
郡
）

「
破
り
捨
て
た
招
待
状
」　

菱
川
町
子
（
愛
知
県
稲
沢
市
）

「
恩
師
へ
の
思
い
」　
　
　

佐
高　

源
（
山
梨
県
中
巨
摩
郡
）

「
絵
イ
コ
ー
ル
人
生
」　
　

宮
尾
美
明
（
愛
知
県
愛
西
市
）

「
終
戦
の
こ
ろ
」　
　
　
　

神
宮
清
志
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
夢
を
紡
ぐ
手
」　
　
　
　

森
千
惠
子
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
ジ
ャ
イ
子
」　
　
　
　
　

田
中
美
晴
（
大
阪
府
豊
中
市
）

「
立
ち
食
い
そ
ば
ラ
ブ
」　
杉
山
高
志
（
島
根
県
出
雲
市
）

「
雪
の
日
の
マ
ジ
ッ
ク
」　
藤
野
な
つ
み
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

「
あ
の
子
と
そ
の
母
、
そ
し
て
父
」
中
武　

寛
（
宮
崎
県
西
都
市
）

「
声
」　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
香
織
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

「
裏
方
三
十
年
の
轍
」　
　

森
﨑
律
子
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
脳
腫
瘍
闘
病
記
」　
　
　

出
雲
文
子
（
東
京
都
墨
田
区
）

「
墓
参
」　
　
　
　
　
　
　

西
嶋
雅
博
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

「
私
の
戦
中
戦
後　
横
須
賀
に
て
」
伊
藤
秋
子
（
東
京
都
町
田
市
）

「
心
の
橋
」　
　
　
　
　
　

松
島
さ
お
り
（
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
）

　　

「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞

「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞

第
15
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

発
表

　

二
〇
二
〇
年
度
第
15
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
は
、
二
七
七

篇
と
い
う
多
数
の
御
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
回
も
十
代
か
ら
九
十
代
ま
で
幅
広
い
世
代
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
と
同
時
に
、
地
域
的
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か

ら
広
く
御
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
重
な
体
験
だ
け

で
な
く
、
歴
史
と
し
て
重
要
な
記
録
や
、
社
会
へ
の
鋭
い
批
評
や
問

い
か
け
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
現
代
に
生
き
る
人
々
の
姿
が
反
映
さ
れ

た
豊
か
な
内
容
で
し
た
。

　

例
年
の
通
り
、
ま
ず
選
考
委
員
会
予
選
担
当
に
よ
る
第
三
次
ま
で

の
予
選
選
考
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
最
終
選
考
作
品
が

選
ば
れ
、
最
後
に
三
神
弘
、
水
木
亮
、
都
築
隆
広
、
五
十
嵐
勉
四
人

の
選
考
委
員
に
よ
っ
て
七
月
三
十
一
日
最
終
選
考
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
受
賞
作
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
号
に
は
最
優
秀
作
お
よ
び
優
秀
作
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
以
後
奨
励
賞
作
品
も
、
極
力
「
文
芸
思
潮
」
誌
上
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
明
年
も
同
じ
要
領
で
募
集
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
力

作
エ
ッ
セ
イ
を
御
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞

「
そ
ば
打
ち
に
ハ
マ
る
高
校
生
」	

            

石
田
真
一
（
大
阪
府
堺
市
）

「
ビ
オ
ラ
」

　
　
　
　

メ
ー
シ
リ
ン
グ
順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
県
）

第第
1515
回回

文
芸
思
潮

文
芸
思
潮

優
秀
賞

　第15回エッセイ賞発表

奨
励
賞

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

社
会
批
評
優
秀
賞

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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「
ド
と
レ
と
ミ
の
音
が
で
な
い
」
河
原
梨
香
子
（
北
海
道
北
広
島
市
）

「
僕
の
十
八
年
間
」　
　

長
谷
川
皓
大
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

「
山
田
耕
筰
と
マ
ニ
キ
ュ
ア
」
藤
田
陽
子
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

「
大
阿
蘇
の
野
焼
き
」　
　

上
原
翠
子
（
熊
本
県
熊
本
市
）

「
成
年
後
見
制
度
は
法
の
下
の
虐
待
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
生
綾
子
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

エッセイ賞エッセイ賞　選評　選評

                                                  

水
木　
亮

　

今
回
エ
ッ
セ
イ
作
品
を
読
ん
で
感
じ
た
の
は
、
日
本
の
シ
ニ
ア
の

文
学
愛
好
者
や
高
齢
者
の
趣
味
と
し
て
の
文
章
表
現
の
場
と
し
て
、

「
文
芸
思
潮
」
の
存
在
は
と
て
も
貴
重
だ
と
思
え
る
こ
と
だ
。

　

こ
こ
で
は
、
庶
民
が
そ
の
人
生
で
の
感
じ
た
悲
喜
こ
も
ご
も
を
、

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
、
た
と
え
文
章
と
し
て
は
や
や
稚
拙
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
、
汲
み
取
る

フ
ォ
ロ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
が
こ
の
雑
誌
の
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

シ
ニ
ア
向
き
の
文
芸
雑
誌
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
で
は
「
文

芸
思
潮
」
の
よ
う
な
文
芸
雑
誌
が
日
本
に
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。
そ

れ
を
考
え
れ
ば
そ
の
健
闘
ぶ
り
が
わ
か
る
。

　

今
回
も
高
齢
者
が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
作
品
が
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。
ま
た
引
き
こ
も
り
や
、
精
神
を
病
ん
だ
人
に
も
少
な
か
ら
ず

元
気
を
与
え
る
よ
う
な
作
品
も
見
受
け
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
そ
の

意
味
で
も
「
文
芸
思
潮
」
の
役
割
は
大
き
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
が
元
気
に
な
り
、
残
り
の
人
生
を
前
向
き

に
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
「
文
芸
思
潮
」
は
そ
れ
を
応
援
し
て
い
る
。

　

私
の
心
に
残
っ
た
作
品
を
優
秀
賞
か
ら
紹
介
し
た
い
。

「
珈
琲
店
の
奇
跡
」
東
出
菜
代
は
優
秀
賞
の
一
席
に
な
っ
た
。
こ
の

エ
ッ
セ
イ
は
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
た
日
、
あ
る
珈
琲
店
に
入
っ

た
。
そ
こ
で
前
の
客
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。

「
ど
ん
な
に
絶
望
し
て
い
て
も
五
分
後
に
は
人
生
が
が
ら
り
と
変
わ

る
こ
と
が
あ
る
」
こ
と
を
信
じ
た
。
「
希
望
の
光
が
見
え
な
い
と
き

も
、
曲
が
り
角
の
先
に
は
海
が
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
」

み
ん
な
悩
み
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
人
々
に
元
気
を
く
れ
る
、

最
優
秀
賞
に
匹
敵
す
る
素
敵
な
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

「
貯
金
こ
れ
だ
け
で
よ
く
平
気
だ
ね
」
柴
田
節
子
は
、
清
掃
員
を
し

な
が
ら
逞
し
く
生
き
る
姿
が
、
正
直
に
飾
り
な
く
描
か
れ
て
い
て
好

ま
し
い
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
高
齢
化
社
会
を
生
き
る
シ
ニ
ア
の
人
々

が
共
感
す
る
内
容
で
よ
か
っ
た
。

「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
晋
多
可
幸

晋
多
可
幸
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
働
く
母
子
家
庭

の
母
親
が
、
子
供
と
死
ん
だ
話
で
あ
る
。
そ
の
母
親
が
食
べ
て
い
た

貧
し
い
食
事
に
寄
せ
て
、
作
者
が
ど
う
し
て
も
書
い
て
お
き
た
か
っ

た
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
秀
作
で
あ
る
。

「
小
さ
な
発
見　

野
菜
の
祖
先
と
出
会
う
旅
」
本
間
浩
は
、
野
菜
の

祖
先
を
訪
ね
る
記
録
で
、
野
菜
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り

楽
し
い
。
そ
の
追
求
性
が
光
っ
て
い
た
。

「
べ
こ
石
の
浜
辺
で
」
金
田
一
淳
は
、
少
年
の
日
に
海
に
石
を
積
み

上
げ
、
そ
こ
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
さ
ら
に
遠
く
ま
で
潜
れ
る
よ
う

に
し
た
思
い
出
を
書
い
た
。
べ
こ
石
に
寄
せ
る
思
い
が
胸
を
打
つ
。

「
私
を
待
つ
人
」
松
田
正
弘
は
、
障
害
の
あ
る
子
供
の
、
友
情
を
描

い
て
い
て
心
が
温
か
く
な
る
。
よ
い
作
品
だ
。

　

以
下
奨
励
賞
の
作
品
を
み
た
い
。

「
浅
間
山
噴
火
大
和
讃
が
繋
ぐ
鎌
原
の
命
」
の
村
松
佐
保
は
、
浅
間

山
の
噴
火
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
を
供
養
す
る
「
廻
り
念
仏
」
に
つ

い
て
書
い
た
。
こ
の
歌
の
詠
唱
（
歌
詞
が
）
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
。

「
隣
村
有
志
の
情
け
に
て　

妻
亡
き
人
の
妻
と
な
り　

主
亡
き
人
の

主
と
な
り　

細
き
煙
を
営
み
て
」
─
─
生
き
残
っ
た
村
人
が
、
今
一

度
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
行
こ
う
と
、
此
の
歌
詞
で
歌
う
の
で
あ
る
。

専
門
家
が
作
っ
た
歌
詞
で
は
な
い
。
名
も
な
い
農
民
が
考
え
た
歌
詞

だ
か
ら
素
晴
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
発
掘
し
た
意
味
で
こ
の

エ
ッ
セ
イ
は
気
持
ち
が
伝
わ
る
。
歌
の
力
で
も
あ
る
。

　

上
原
翠
子
「
大
阿
蘇
の
野
焼
き
」
は
阿
蘇
の
野
焼
き
に
寄
せ
て
、

交
通
事
故
で
死
ん
だ
夫
と
息
子
の
思
い
出
を
書
い
た
。
こ
れ
も
切
な
い
。

「
夢
を
紡
ぐ
手
」
の
森
千
惠
子
は
病
気
で
聴
覚
障
害
に
な
っ
た
作
者

が
、
落
ち
込
む
こ
と
な
く
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
生

き
る
力
を
得
た
経
験
を
書
い
た
。
大
切
な
実
践
で
あ
る
。
手
話
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
男
性
の
言
葉
、
「
手
話
は
目
で
音
を
聞

い
て
く
だ
さ
い
。
声
は
音
の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
な
ざ
し

の
中
に
も
あ
る
の
で
す
よ
」
こ
の
言
葉
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。

「
僕
の
一
八
年
間
」
の
長
谷
川
皓
大
は
発
達
障
害
に
あ
り
な
が
ら
、

人
と
の
出
会
い
で
元
気
に
生
き
る
姿
を
書
い
た
。
希
望
を
も
っ
て
頑

張
っ
て
生
き
て
欲
し
い
。

　

杉
山
高
志
の
「
立
ち
食
い
そ
ば
ラ
ブ
」
は
立
ち
食
い
そ
ば
を
め
ぐ

る
話
で
、
文
章
も
う
ま
く
楽
し
い
。

　

そ
の
他
、
松
島
さ
ゆ
り
の
「
心
の
橋
」
は
、
出
会
っ
た
中
国
人
女

性
な
ど
と
の
ユ
ニ
ー
ク
な
着
眼
が
お
も
し
ろ
く
、
さ
い
と
う
ゆ
き
の

の
「
弔
い
上
げ
」
、
宮
永
徹
子
の
「
人
生
最
後
は
特
上
握
り
」
も
印

象
に
残
っ
た
。

選
　
評

選
　
評

暮
ら
し
の
中
で
共
感
す
る
想
い
を

みずき　りょう

作家・劇作家・演出家
1942　北朝鮮生まれ
　99　小説「祝祭」で　
　　第 16 回織田作之助
　　賞受賞
2006　小説「お見合いツ
　　アー」で第 49 回農
　　民文学賞受賞
　戯曲も多数ある　　

奨
励
賞

社
会
批
評
奨
励
賞

エ
ッ
セ
イ
賞

第第
1515
回回

文
芸
思
潮

文
芸
思
潮
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藤
崎
良
子
の
「
さ
よ
な
ら
モ
チ
の
木
」
は
モ
チ
の
木
に
寄
せ
る
愛

情
に
あ
ふ
れ
て
い
て
共
感
す
る
。

　

佳
作
で
は
ゴ
ル
ビ
ー
長
田
の
「
百
万
本
の
鉛
筆
」
は
一
本
の
鉛
筆

に
自
分
の
想
い
を
託
す
こ
と
で
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ
、
戦
争
の
愚

か
さ
を
書
い
た
。
こ
の
世
代
の
発
言
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

「
砂
漠
に
生
き
る
」
の
朝
生
そ
の
子
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
に
植
林

す
る
体
験
を
書
い
た
。
自
分
も
朝
鮮
の
木
浦
に
生
ま
れ
た
こ
と
で
外

国
に
関
心
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
な
か
な
か
貴
重
な
体
験
で
あ
る
。
登

場
す
る
人
物
も
魅
力
が
あ
る
。

　

そ
の
他
に
も
印
象
に
残
る
作
品
が
あ
っ
た
。
都
桜
ナ
オ
ミ
の
「
私

の
幸
せ
は
、
大
量
の
オ
ス
ひ
よ
こ
の
死
骸
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
」
は
、
佳
作
だ
が
内
容
は
悪
く
な
い
。
着
眼
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
入

賞
う
ん
ぬ
ん
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
欲
し
い
。

　

生
き
て
い
て
癒
や
さ
れ
る
、
ほ
っ
と
す
る
。
コ
ロ
ナ
も
そ
う
だ
が
、

こ
の
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
、
書
く
こ
と
は
人
の
気
持
ち
を
整
理
し
、

い
か
に
生
き
て
ゆ
く
か
を
考
え
さ
せ
る
。
共
に
悩
み
な
が
ら
、
か
け

が
え
の
な
い
人
生
を
書
く
こ
と
で
、
共
感
し
合
え
る
こ
と
は
人
間
だ

け
の
喜
び
で
あ
る
。
文
学
不
毛
も
言
わ
れ
る
現
代
、
人
々
に
そ
ん
な

味
の
あ
る
「
文
芸
思
潮
」
の
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
願
う
。

「
海
色
ノ
ー
ト
」	

中
村
郁
恵	

「
さ
よ
な
ら
の
リ
フ
レ
イ
ン
」	

秋
葉
み
の
り

「
ピ
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
」	

西
本
美
彦	

「
フ
ク
ロ
ウ
と
の
生
活
」	

M
addy

「
牛
の
涙
」	

羽
田　

良

「
事
務
室
よ
り
」	

岡
隆
一
郎

「
か
に
ば
ば
」	

林
勢
津
子

「
旅
愁
」	

近
藤
幹
夫	

「
山
小
屋
温
泉
」	

瀧
沢　

鈴	

エ
ッ
セ
イ
賞

第第
1414
回回

文
芸
思
潮

文
芸
思
潮

「
山
崩
れ
の
経
験
」	

南
家
久
光	

「
百
万
本
の
鉛
筆
」	

ゴ
ル
ビ
ー
長
田

「
詩
集
制
作
」	

有
澤
か
お
り	

「
電
話
」	

藤
木
雅
子	

「
無
」	

斉
藤
は
な
絵

「
単
身
赴
任
」	

今
ち
ゃ
ん

「
惜
別
」	

牧　

康
子

「
癌
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」	

倉
沢
辰
子	

「
送
る
人
」	

九
条
之
子

「
０
と
い
う
数
字
」	

徳
重
三
恵	

「
消
え
た
ガ
ス
の
匂
い
」	

河
上
美
智
子	

「
ド
イ
ツ
で
、
髪
を
切
っ
て
も
ら
っ
た
ら
」
湯
谷
大
志	

「
瓶
が
教
え
て
く
れ
た
夫
婦
の
カ
タ
チ
」
結
咲
り
と

「
新
聞
紙
然
れ
ど
新
聞
カ
ゴ
」	

平
岡
佐
一
郎	

「
沙
漠
に
生
き
る
」	

朝
生
そ
の
子

「
属
す
る
世
界
が
な
い
私
」	

鎌
田
か
を
り	

「
靴
を
揃
え
る
」	

呉　

由
美	

「
油
と
鎌
と
冒
険
の
三
日
間
」	

竹
澤
一
晃	

「
祖
母
の
背
中
」	

武
藤
蓑
子

「
大
晦
日
の
ナ
モ
ミ
は
ぎ
」	

鹿
久
保
知
里	

「
寡
黙
な
寿
司
屋
の
大
将
」	

大
宮
新
子

「
霊
魂
」	

	anehako
「
ケ
ロ
リ
ン
日
記
」	

古
城
美
夜

「
ヘ
リ
に
て
救
助
さ
れ
る
も
、
後
の
分
断
」
佐
藤
悦
弘	

「
年
越
し
ソ
バ
」	

わ
れ
も
こ
う

「
３
秒
ル
ー
ル
」	

安
部
と
し
き

社会批評社会批評

エッセイ賞エッセイ賞　選評　選評

佳
作

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
勉

五
十
嵐
勉

　

第
十
五
回
の
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
は

　

第
十
五
回
の
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
は
昨
年
に
引
き
続
き

昨
年
に
引
き
続
き
全全

体
の
底
が
さ
ら
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
三
次
予
選
を
通

体
の
底
が
さ
ら
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
三
次
予
選
を
通

過
す
る
作
品
が
増
え
、
ど
れ
も
お
も
し
ろ
く
、
入
選
・
佳
作
以
上
の

過
す
る
作
品
が
増
え
、
ど
れ
も
お
も
し
ろ
く
、
入
選
・
佳
作
以
上
の

の
層
が
驚
く
ほ
ど
厚
く
な
っ
て
い
る
。
い
き
お
い
、
優
秀
賞
・
奨
励

の
層
が
驚
く
ほ
ど
厚
く
な
っ
て
い
る
。
い
き
お
い
、
優
秀
賞
・
奨
励

賞
の
数
も
増
え
た
。
ど
れ
も
落
と
し
に
く
く
、
結
果
的
に
大
盤
振
る

賞
の
数
も
増
え
た
。
ど
れ
も
落
と
し
に
く
く
、
結
果
的
に
大
盤
振
る

舞
い
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
が
、
作
品
の
質
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。

舞
い
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
が
、
作
品
の
質
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
最
優
秀
賞
の
ト
ッ
プ
ワ
ン
が
、
こ
れ
も
昨
年
と
同
様
の
傾
向

　

ま
た
最
優
秀
賞
の
ト
ッ
プ
ワ
ン
が
、
こ
れ
も
昨
年
と
同
様
の
傾
向

1949　山梨県生まれ
　79「流

る た く

謫の島」で群像　
　新人長編小説賞受賞
　98「緑の手紙」で読売
新聞・NTT プリンテック
主催第 1 回インターネット
文芸新人賞最優秀賞受賞
2002「鉄の光」で健友館
　　文学賞受賞

いがらし　つとむ

　　

い
い
作
品
が
目
白
押
し

い
い
作
品
が
目
白
押
し

「
石
の
煙
」	
那
須
修
一	

「
人
生
最
後
は
特
上
握
り
」	

宮
永
徹
子

「
カ
メ
さ
ん
と
言
わ
れ
た
生
き
方
の
先
に
」
さ
お
り

「
人
生
百
年
時
代
」	

林　

須
磨	

「
夢
を
追
う
覚
悟
」	

小
倉
一
純	

「
土
地
が
下
す
運
命
」	

横
井
純
子	

「
祖
母
の
眉
」	

ア
マ
ナ
エ
イ
コ

「
診
察
枕
の
草
子　

ス
イ
カ
編
」	

日
暮
真
由
美

「
虫
と
り
と
、
お
じ
い
さ
ん
と
」	

宮
下
さ
つ
き	

「
場
の
発
達
障
害
」	

長
井　

潔	

「
私
の
幸
せ
は
、
大
量
の
オ
ス
ひ
よ
こ
の
死
骸
の
上
に

   

成
り
立
っ
て
い
る
」	

都
桜
ナ
オ
ミ

「
米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
で
の
ほ
の
ぼ
の
出
産
」
谷
美
智
彦	

「
多
喜
さ
ん
の
こ
と
」	

坂
口
保
典	

「
父
」	

鎌
田　

誠	

「
今　

私
の
で
き
る
事
」	

金
井
つ
ね
子

「
恨
み
が
愛
に
変
わ
る
」	

こ
と
り

「
紋
切
型
言
葉
と
い
う
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
」
宮
崎
啓
吾

「
わ
れ
ら
の
紀
元
二
千
六
百
年
」	

梶
川
洋
一
郎

「
教
育
灰
書
」	

午
後
山
木
一
朗

「
ス
マ
ス
マ
は
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
た
」
須
磨
貴
美
子

「
安
け
り
ゃ
い
い
」	

村
岡
雄
一
郎

「
失
わ
れ
る
日
本
ら
し
さ
」	

久
保　

浩

「
ブ
レ
ー
キ
テ
ス
ト
」	

合
原
和
晴	

「
今
宵
は
ひ
た
す
ら
人
類
の
未
来
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
」

	

蝶
野
う
ら
ら
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が
見
ら
れ
、
四
人
の
選
考
委
員
の
推
す
も
の
が
異
な
り
、
一
致
点
を

が
見
ら
れ
、
四
人
の
選
考
委
員
の
推
す
も
の
が
異
な
り
、
一
致
点
を

見
つ
け
る
の
に
難
航
し
た
。
二
作
を
当
選
と
す
る
こ
と
で
、
な
ん
と

見
つ
け
る
の
に
難
航
し
た
。
二
作
を
当
選
と
す
る
こ
と
で
、
な
ん
と

か
治
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

か
治
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
最
優
秀
賞
の
輝
き
は
、
広
く
社
会
に
読
ん
で
ほ
し
い

　

そ
れ
で
も
、
最
優
秀
賞
の
輝
き
は
、
広
く
社
会
に
読
ん
で
ほ
し
い

ま
ば
ゆ
い
光
を
放
っ
て
い
る
。
石
田
真
一
氏
の
「
そ
ば
打
ち
に
ハ
マ

ま
ば
ゆ
い
光
を
放
っ
て
い
る
。
石
田
真
一
氏
の
「
そ
ば
打
ち
に
ハ
マ

る
高
校
生
」
は
、
学
校
で
思
い
が
け
な
く
課
題
研
究
と
し
て
始
め
て

る
高
校
生
」
は
、
学
校
で
思
い
が
け
な
く
課
題
研
究
と
し
て
始
め
て

み
た
「
そ
ば
打
ち
」
が
生
徒
た
ち
に
思
い
の
ほ
か
受
け
て
、
飛
躍
的

み
た
「
そ
ば
打
ち
」
が
生
徒
た
ち
に
思
い
の
ほ
か
受
け
て
、
飛
躍
的

な
広
が
り
を
実
現
し
て
い
く
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
何
で
も
き
れ

な
広
が
り
を
実
現
し
て
い
く
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
何
で
も
き
れ

い
に
提
供
さ
れ
て
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
に
乗
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
く
現

い
に
提
供
さ
れ
て
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
に
乗
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
く
現

代
社
会
や
教
育
体
制
に
対
し
て
抗
す
る
声
が
あ
る
。
青
少
年
た
ち
が

代
社
会
や
教
育
体
制
に
対
し
て
抗
す
る
声
が
あ
る
。
青
少
年
た
ち
が

自
ら
自
ら
食
べ
物
を

食
べ
物
を
作
っ
て
味
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
原
初
的
な
達
成
感

作
っ
て
味
わ
っ
て
い
く
と
い
う
、
原
初
的
な
達
成
感

と
充
実
感
が
あ
る
。
鉛
筆
さ
え
ナ
イ
フ
で
削
る
こ
と
が
で
き
ず
、
物

と
充
実
感
が
あ
る
。
鉛
筆
さ
え
ナ
イ
フ
で
削
る
こ
と
が
で
き
ず
、
物

を
作
る
実
感
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
青
少
年
た
ち
に
、
作
っ
て

を
作
る
実
感
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
青
少
年
た
ち
に
、
作
っ
て

食
べ
る
基
本
的
な
実
感
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
実
例
が
、
こ

食
べ
る
基
本
的
な
実
感
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
実
例
が
、
こ

こ
に
は
輝
い
て
い
る
。
こ
の
「
手
で
作
る
喜
び
」
は
彼
ら
の
こ
れ
か

こ
に
は
輝
い
て
い
る
。
こ
の
「
手
で
作
る
喜
び
」
は
彼
ら
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
、
単
純
で
重
要
な
基
軸
を
与
え
、
大
き
な
支
え
に
な
っ

ら
の
人
生
に
、
単
純
で
重
要
な
基
軸
を
与
え
、
大
き
な
支
え
に
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
に
あ
る
爽
快
感
は
、
根
本
的
な
も
の
を

て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
に
あ
る
爽
快
感
は
、
根
本
的
な
も
の
を

見
直
し
、
あ
る
重
要
な
単
純
さ
を
覚
醒
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
根
ざ
し
て

見
直
し
、
あ
る
重
要
な
単
純
さ
を
覚
醒
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
根
ざ
し
て

い
る
。
読
み
終
わ
っ
て

い
る
。
読
み
終
わ
っ
て
、
痛
快
感
が
残
る
作
品
で
あ
る
。

、
痛
快
感
が
残
る
作
品
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
最
優
秀
作
品
「
ビ
オ
ラ
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
在
住
す

　

も
う
一
つ
の
最
優
秀
作
品
「
ビ
オ
ラ
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
在
住
す

る
ビ
オ
ラ
奏
者
の
人
生
の
軌
跡
を
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
メ
ー
シ
リ

る
ビ
オ
ラ
奏
者
の
人
生
の
軌
跡
を
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
メ
ー
シ
リ

ン
グ
順
子
氏
の
半
生
は
起
伏
に
富
み
、
ビ
オ
ラ
と
い
う
楽
器
を
通
し

ン
グ
順
子
氏
の
半
生
は
起
伏
に
富
み
、
ビ
オ
ラ
と
い
う
楽
器
を
通
し

て
、
様
々
な
人
間
模
様
が
複
奏
し
て
奏
で
ら
れ
る
。
夢
と
挫
折
と
希

て
、
様
々
な
人
間
模
様
が
複
奏
し
て
奏
で
ら
れ
る
。
夢
と
挫
折
と
希

望
と
思
い
が
ビ
オ
ラ
の
豊
か
な
音
色
に
溶
け
合
っ
て
、
独
特
の
深
み

望
と
思
い
が
ビ
オ
ラ
の
豊
か
な
音
色
に
溶
け
合
っ
て
、
独
特
の
深
み

の
あ
る
旋
律
と
な
っ
て
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
人
生
の
味
が
表
出

の
あ
る
旋
律
と
な
っ
て
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
人
生
の
味
が
表
出

さ
れ
て
い
る
。
Ａ
と
い
う
ビ
オ
ラ
を
作
る
職
人
の
人
生
と
死
も
よ
く

さ
れ
て
い
る
。
Ａ
と
い
う
ビ
オ
ラ
を
作
る
職
人
の
人
生
と
死
も
よ
く

伴
奏
と
し
て
生
き
て
い
て
、
陰
影
を
深
く
し
て
い
る
。
生
き
方
が
意

伴
奏
と
し
て
生
き
て
い
て
、
陰
影
を
深
く
し
て
い
る
。
生
き
方
が
意

義
深
い
存
在
と
し
て
重
み
の
あ
る
光
を
放
ち
、
言
い
尽
く
せ
な
い
妙

義
深
い
存
在
と
し
て
重
み
の
あ
る
光
を
放
ち
、
言
い
尽
く
せ
な
い
妙

味
が
あ
る
。

味
が
あ
る
。

　

優
秀
賞
も
い
い
作
品
が
目
白
押
し
だ
っ
た
。

　

優
秀
賞
も
い
い
作
品
が
目
白
押
し
だ
っ
た
。
藪藪や
ぶ
ぐ
ち

や
ぶ
ぐ
ち口口

莉莉ま
り
な

ま
り
な那那

氏
の
氏
の

「
ビ
ー
バ
ー
の
目
」
は
会
社
勤
め
の
中
で
鬱
積
し
圧
迫
さ
れ
て
陥
っ

「
ビ
ー
バ
ー
の
目
」
は
会
社
勤
め
の
中
で
鬱
積
し
圧
迫
さ
れ
て
陥
っ

た
鬱
状
態
の
危
機
か
ら
、
カ
ナ
ダ
旅
行
の
広
告
の
中
に
あ
っ
た
ビ
ー

た
鬱
状
態
の
危
機
か
ら
、
カ
ナ
ダ
旅
行
の
広
告
の
中
に
あ
っ
た
ビ
ー

バ
ー
の
目
に
魅
か
れ
、
実
際
に
カ
ナ
ダ
の
自
然
を
訪
ね
、
森
林
の
中

バ
ー
の
目
に
魅
か
れ
、
実
際
に
カ
ナ
ダ
の
自
然
を
訪
ね
、
森
林
の
中

で
最
後
の
瞬
間
に
ビ
ー
バ
ー
に
遭
遇
し
、
視
線
を
交
わ
す
話
で
あ
る
。

で
最
後
の
瞬
間
に
ビ
ー
バ
ー
に
遭
遇
し
、
視
線
を
交
わ
す
話
で
あ
る
。

そ
の
眼
差
し
の
中
に
、
生
き
る
自
然
の
本
質
を
共
感
し
て
快
癒
す
る

そ
の
眼
差
し
の
中
に
、
生
き
る
自
然
の
本
質
を
共
感
し
て
快
癒
す
る

結
末
に
は
、
魂
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
感
動
が
あ
っ
た
。
現
代
に
生
き
る

結
末
に
は
、
魂
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
感
動
が
あ
っ
た
。
現
代
に
生
き
る

こ
と
の
キ
ー
に
な
る
テ
ー
マ
が
こ
こ
に
は
宿
っ
て
い
る
。

こ
と
の
キ
ー
に
な
る
テ
ー
マ
が
こ
こ
に
は
宿
っ
て
い
る
。

　　

家家や
も
り

や
も
り森森
澄
子
氏
の
「
息
子
の
学
生
服
」
も
、
親
友
の
突
然
の
死
の
嘆

澄
子
氏
の
「
息
子
の
学
生
服
」
も
、
親
友
の
突
然
の
死
の
嘆

き
を
、
相
手
の
学
生
服
を
着
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
深
い
絆

き
を
、
相
手
の
学
生
服
を
着
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
深
い
絆

を
存
続
さ
せ
、
友
愛
の
姿
を
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
顕
現
し
た

を
存
続
さ
せ
、
友
愛
の
姿
を
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
顕
現
し
た

貫
き
は
、
大
き
く
胸
を
抉
っ
て
く
る
。
美
し
い
も
の
に
触
れ
さ
せ
て

貫
き
は
、
大
き
く
胸
を
抉
っ
て
く
る
。
美
し
い
も
の
に
触
れ
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

も
ら
っ
た
。

　

松
田
正
弘
氏
の
「
私
を
待
つ
人
」
は
、
発
達
障
害
児
の
心
の
支
え

　

松
田
正
弘
氏
の
「
私
を
待
つ
人
」
は
、
発
達
障
害
児
の
心
の
支
え

合
い
に
よ
っ
て
、
運
動
会
の
五
〇
メ
ー
ト
ル
走
を
な
ん
と
か
完
走
す

合
い
に
よ
っ
て
、
運
動
会
の
五
〇
メ
ー
ト
ル
走
を
な
ん
と
か
完
走
す

る
話
で
、
心
の
繋
が
り
が
い
か
に
大
き
な
力
を
生
む
か
、
人
間
の
原

る
話
で
、
心
の
繋
が
り
が
い
か
に
大
き
な
力
を
生
む
か
、
人
間
の
原

動
力
の
基
点
を
想
わ
せ
る
感
動
が
あ
る
。

動
力
の
基
点
を
想
わ
せ
る
感
動
が
あ
る
。

「
亀
」	

田
中
浩
司	

「
国
境
」	

松
原
泰
子	

「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
パ
レ
ー
ド
」	

酒
井
恵
三	

「
好
き
の
記
憶
」	

松
本
侑
子

「
け
っ
ぱ
り
先
生
と
私
」	

山
水
文
絵

「
認
知
症
の
真
実
」	

森　

由
美	

「
呻
き
」	

七
羽
鳩
子

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
国
連
障
害
者
憲
章
の
視
点
で
考
え
る
」	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
安
利
之

「
大
学
病
院
の
外
来
」	

鈴
木
幸
子	

「
シ
チ
ロ
ベ
エ
さ
ん
の
作
戦
」	

植
田
郁
子	

「
父
の
最
後
の
思
い
」	

竹
園
レ
イ
ラ

「
私
の
思
う
先
に
」	

荒
木
景
子	

「
思
い
が
け
な
い
入
院
」	

野
宮
健
司	

「
心
を
見
つ
め
直
し
て
」	

土
田
菜
呼

「
感
謝
の
ワ
ン
カ
ッ
プ
」	

青
柳
み
す
ず

「
星
形
成
論
に
の
め
り
こ
ん
で
」	

前
岡
光
明	

「
喜
寿
の
免
許
皆
伝
」	

小
島
恒
夫	

「
鍵
穴
・
サ
ル
ボ
ボ
・
タ
ニ
ト
」	

今
井　

満	
「
あ
あ
、
彰
義
隊
」	

水
沢
小
三
郎

「
床
上
浸
水
」	

松
山
は
な

「
看
護
師
が
全
て
」	

紙
屋
里
子

「
戦
没
者
遺
児
が
考
え
る
太
平
洋
戦
争
」
川
口
正
浩	

「
振
り
袖
物
語
」	
三
宅
直
子	

「
恋
」	

小
糸
ゆ
き

「
人
間
五
十
年
」	

比
戸　

圭

「
さ
よ
な
ら
ゆ
う
れ
い
」	

鷲
田
ヨ
ウ

「
よ
う
こ
そ
地
球
村
『
雑
草
園
』
に
」	

重
松
博
昭	

「
私
は
大
丈
夫
だ
か
ら
」	

内
久
美
子	

「
始
ま
り
の
月
曜
日
」	

宮
川
星
華	

「
仁
吉
の
背
中
」	

山
田
ま
さ
子	

「
幻
の
約
束
」	

今
西　

梓	

「
『
障
害
者
』
を
作
る
の
は
誰
か
」	

深
谷
満
彦	

「
ト
マ
ト
」	

暁
夏

「
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
」	

吉
田
宏
子

「
息
子
へ
の
感
謝
状
」	

白
楊
風
子

「
ひ
と
す
じ
の
光
」	

山
崎
ひ
と
み

入
選

エッセイ賞エッセイ賞　選評　選評
エ
ッ
セ
イ
賞

第第
1414
回回

文
芸
思
潮

文
芸
思
潮

　

高
槻
勇
治
氏
の
「
じ
っ
ち
ゃ
ん
と
の
追
憶
」
は
、
被
爆
第
三
世
代

　

高
槻
勇
治
氏
の
「
じ
っ
ち
ゃ
ん
と
の
追
憶
」
は
、
被
爆
第
三
世
代

の
体
験
引
き
継
ぎ
を
記
し
た
作
品
で
あ
る
。
「
じ
っ
ち
ゃ
ん
」
の

の
体
験
引
き
継
ぎ
を
記
し
た
作
品
で
あ
る
。
「
じ
っ
ち
ゃ
ん
」
の

直直ち
ょ
く
せ
つ

ち
ょ
く
せ
つ
截截
な
物
言
い
が
、
原
爆
の
凄
さ
を
伝
え
て
い
て
、
語
り
継
が
ね
ば

な
物
言
い
が
、
原
爆
の
凄
さ
を
伝
え
て
い
て
、
語
り
継
が
ね
ば

な
ら
な
い
被
爆
の
実
相
を
部
分
的
に
も
宿
し
て
い
る
。
お
ろ
そ
か
に

な
ら
な
い
被
爆
の
実
相
を
部
分
的
に
も
宿
し
て
い
る
。
お
ろ
そ
か
に

で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
現
代
が
抱
え
る
潜
在
的
な
危
機
を
呼
び
起

で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
現
代
が
抱
え
る
潜
在
的
な
危
機
を
呼
び
起

こ
す
た
め
に
も
、
注
視
す
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

こ
す
た
め
に
も
、
注
視
す
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

　　

晋晋し
ん
し
ん

多多　
た
か
ゆ
き

　
た
か
ゆ
き

可
幸
可
幸
氏
の
「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
は
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
営
む

氏
の
「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
は
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
営
む
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「
僕
」
の
家
で
働
き
始
め
た
女
性
が
母
子
心
中
を
す
る
話
だ
が
、
そ

「
僕
」
の
家
で
働
き
始
め
た
女
性
が
母
子
心
中
を
す
る
話
だ
が
、
そ

の
と
き
初
対
面
で
会
っ
た
際
、
食
べ
て
い
た
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
が
印
象

の
と
き
初
対
面
で
会
っ
た
際
、
食
べ
て
い
た
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
が
印
象

に
残
り
自
分
も
デ
パ
ー
ト
で
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
注
文
し
た
こ
と
が
、

に
残
り
自
分
も
デ
パ
ー
ト
で
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
注
文
し
た
こ
と
が
、

不
思
議
な
運
命
の
糸
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
重

不
思
議
な
運
命
の
糸
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
重

い
も
の
の
残
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

い
も
の
の
残
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

　

金
田
一
淳
氏
は
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
な
ど
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
書
き

　

金
田
一
淳
氏
は
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
な
ど
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
書
き

手
で
、
い
つ
も
い
い
作
品
を
寄
せ
て
く
る
が
、
今
回
も
充
実
し
た
筆

手
で
、
い
つ
も
い
い
作
品
を
寄
せ
て
く
る
が
、
今
回
も
充
実
し
た
筆

力
で
子
供
時
代
の
海
岸
の
光
景
を
、
数
十
年
後
の
再
訪
の
シ
ー
ン
と

力
で
子
供
時
代
の
海
岸
の
光
景
を
、
数
十
年
後
の
再
訪
の
シ
ー
ン
と

重
ね
て
、
生
動
さ
せ
て
い
る
。
手
堅
い
、
確
か
な
筆
致
は
氏
の
実
力

重
ね
て
、
生
動
さ
せ
て
い
る
。
手
堅
い
、
確
か
な
筆
致
は
氏
の
実
力

を
発
揮
し
て
い
て
、
失
わ
れ
た
世
界
の
輝
き
を
命
の
意
味
の
上
に
乗

を
発
揮
し
て
い
て
、
失
わ
れ
た
世
界
の
輝
き
を
命
の
意
味
の
上
に
乗

せ
て
、
固
定
し
永
遠
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
懐
か
し
さ
が

せ
て
、
固
定
し
永
遠
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
懐
か
し
さ
が

き
ら
め
い
て
い
る
作
品
だ
。

き
ら
め
い
て
い
る
作
品
だ
。

　

社
会
批
評
賞
優
秀
賞
の
藤
野
髙
明
氏
の
「
移
動
の
自
由
と
喜
び
を

　

社
会
批
評
賞
優
秀
賞
の
藤
野
髙
明
氏
の
「
移
動
の
自
由
と
喜
び
を

求
め
て
」
は
、
全
盲
男
性
の
ホ
ー
ム
転
落
事
故
を
扱
っ
て
い
て
、
著

求
め
て
」
は
、
全
盲
男
性
の
ホ
ー
ム
転
落
事
故
を
扱
っ
て
い
て
、
著

者
本
人
が
三
度
、
ホ
ー
ム
転
落
事
故
を
経
験
し
て
い
る
。
九
死
に
一

者
本
人
が
三
度
、
ホ
ー
ム
転
落
事
故
を
経
験
し
て
い
る
。
九
死
に
一

生
を
経
た
体
験
か
ら
の
告
発
だ
け
に
、
痛
切
な
説
得
力
を
も
っ
て

生
を
経
た
体
験
か
ら
の
告
発
だ
け
に
、
痛
切
な
説
得
力
を
も
っ
て

迫
っ
て
く
る
。
多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
貴
重
な
内
容
で
あ
る
。

迫
っ
て
く
る
。
多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
貴
重
な
内
容
で
あ
る
。

　

奨
励
賞
も
心
に
残
る
作
品
が
多
数
あ
っ
た
。

　

奨
励
賞
も
心
に
残
る
作
品
が
多
数
あ
っ
た
。
「
さ
よ
な
ら
モ
チ
の

木
」
（
藤
崎
良
子
）
は
、
一
家
の
盛
衰
が
モ
チ
の
木
と
と
も
に
あ
り
、

父
母
の
死
や
跡
継
ぎ
に
よ
る
家
の
建
替
え
に
よ
っ
て
枯
れ
伐
ら
れ
て
い

く
過
程
は
命
の
姿
と
し
て
心
を
揺
さ
ぶ
っ
て
く
る
深
い
感
慨
が
あ
る
。

「
絵
イ
コ
ー
ル
人
生
」
（
宮
尾
美
明
）
は
以
前
の
優
秀
賞
作
品
の
犬

の
話
の
続
編
で
、
そ
の
犬
が
死
ん
だ
心
の
深
い
痛
手
か
ら
ど
う
立
ち

直
る
か
、
迫
っ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

続
編
と
し
て
意
義
深
い
も
の
に
「
大
阿
蘇
の
野
焼
き
」
（
上
原
翠

子
）
が
あ
る
。
交
通
事
故
で
同
時
に
失
っ
た
夫
と
息
子
の
幻
影
を

負
っ
て
、
阿
蘇
の
野
焼
き
の
炎
の
中
に
、
そ
の
命
の
再
生
を
願
う
気

持
ち
が
燃
え
上
が
る
シ
ー
ン
は
胸
を
打
っ
て
く
る
。

「
夢
を
紡
ぐ
手
」
（
森
千
惠
子
）
は
老
齢
で
の
耳
の
病
の
変
化
を
手

話
と
い
う
新
た
な
世
界
の
開
拓
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
話
で
、
通
じ

合
う
こ
と
の
癒
し
を
含
め
て
心
が
暖
め
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。

「
あ
の
子
と
そ
の
母
、
そ
し
て
父
」
（
中
武
寛
）
は
、
私
個
人
と
し

て
は
優
秀
賞
で
も
よ
か
っ
た
深
い
エ
ッ
セ
イ
で
、
病
に
喘
ぐ
愛
児
を

背
負
っ
て
山
道
を
急
ぐ
母
親
の
姿
は
、
命
を
繋
ご
う
と
す
る
母
性
の

気
高
い
姿
を
読
者
の
胸
に
永
遠
に
残
し
て
く
れ
る
。
私
の
胸
に
深
く

刻
印
さ
れ
た
一
作
だ
っ
た
。
し
っ
か
り
受
け
留
め
た
い
。

「
『
浅
間
山
噴
火
大
和
讃
』
が
繋
ぐ
鎌
原
の
命
」	

（
村
松
佐
保
）

は
、
古
い
記
録
を
よ
く
掘
り
起
こ
し
た
素
材
へ
の
眼
が
い
い
。
こ
の

和
讃
は
価
値
が
高
く
、
噴
火
を
現
在
に
近
く
置
く
意
志
は
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。
和
讃
全
体
を
本
文
中
に
ど
う
や
っ
て
見
せ
る
か
、
も
う

一
つ
工
夫
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
迫
っ
た
エ
ッ
セ
イ
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

「
裏
方
三
十
年
の
轍
」
（
森
﨑
律
子
）
は
、
あ
ま
り
陽
の
当
た
ら
な

い
文
楽
の
裏
方
の
世
界
を
よ
く
掘
り
下
げ
て
い
て
、
密
度
の
濃
い
レ

ポ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
森
﨑
氏
は
レ
ポ
ー
ト
の
手
腕
は
卓
越
し
て

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
へ
の
切
り
込
み
は
一
つ
の
才
能
を
感
じ
さ

せ
る
。
今
後
も
こ
う
い
う
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
期
待
し
た
い
。

「
脳
腫
瘍
闘
病
記
」（
出
雲
文
子
）
の
痛
々
し
い
闘
病
エ
ッ
セ
イ
は
、

こ
の
よ
う
な
苛
酷
な
運
命
に
置
か
れ
た
一
個
の
人
間
の
姿
を
赤
裸
々

に
呈
示
し
て
い
る
。
苦
難
へ
の
問
い
か
け
と
叫
び
は
痛
切
に
届
い
て

き
た
。
熾
烈
な
闘
い
か
ら
匂
っ
て
く
る
火
花
は
根
源
の
深
い
領
域
に

達
し
て
い
た
。

「
墓
参
」
は
西
嶋
雅
博
氏
に
と
っ
て
は
、
書
き
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い

必
然
性
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
母
と
満
州
と
い
う
運
命
を
追
っ

て
振
り
返
る
そ
の
旅
路
は
、
自
身
の
ル
ー
ツ
の
原
風
景
と
し
て
永
く

残
り
、
そ
れ
は
歴
史
に
重
ね
ら
れ
た
痛
み
を
伴
っ
て
刻
印
さ
れ
る
も

の
だ
ろ
う
。
し
っ
か
り
胸
に
残
っ
た
。

「
山
田
耕
筰
と
マ
ニ
キ
ュ
ア
」
（
藤
田
陽
子
）
は
山
田
耕
筰
の
晩
年

の
生
活
を
美
容
師
と
し
て
生
き
生
き
と
描
い
て
い
て
、
た
い
へ
ん
興

味
深
か
っ
た
。
珍
し
い
経
験
は
、
そ
れ
だ
け
で
価
値
が
あ
る
。
筆
も

し
っ
か
り
し
て
い
て
、
九
〇
歳
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
捉
え
方

も
、
快
か
っ
た
。

「
成
年
後
見
制
度
は
法
の
下
の
虐
待
で
あ
る
」
（
佐
生
綾
子
）
は
成

年
後
見
制
度
へ
の
鋭
い
批
判
で
、
現
行
の
不
備
を
鋭
く
突
い
て
い

る
。
改
め
ら
れ
る
方
向
へ
実
際
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
祈
念
す
る
。

　

今
回
特
筆
す
べ
き
は
、
教
育
の
領
域
に
注
目
し
た
い
作
品
群
が

あ
っ
た
こ
と
だ
。
奨
励
賞
に
も
「
破
り
捨
て
た
招
待
状
」
（
菱
川
町

子
）
「
恩
師
へ
の
思
い
」
（
佐
高　

源
）
、
「
ジ
ャ
イ
子
」
（
田
中

美
晴
）
の
三
作
が
入
っ
て
い
る
が
、
佳
作
に
も
「
教
育
灰
書
」
（
午

後
山
木
一
朗
）
が
あ
り
、
入
選
に
も
「
け
っ
ぱ
り
先
生
と
私
」
（
山
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潮

水
文
絵
）
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
七
〇
年
代
の
教
育
現
場
荒
廃

へ
の
振
り
返
り
も
含
ん
で
い
て
、
新
し
い
視
点
で
教
師
と
生
徒
と
の

関
係
を
呈
示
し
て
く
る
も
の
だ
っ
た
。
恩
愛
に
象
徴
さ
れ
る
こ
れ
ま

で
の
深
い
姿
に
対
し
、
荒
廃
に
よ
っ
て
反
逆
に
曝
さ
れ
、
傷
つ
き
迷

う
人
間
と
し
て
の
教
師
像
は
、
問
題
の
深
さ
を
示
す
と
同
時
に
、
生

身
の
教
師
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

佳
作
に
も
「
さ
よ
な
ら
の
リ
フ
レ
イ
ン
」（
秋
葉
み
の
り
）「
百
万

　

佳
作
に
も
「
さ
よ
な
ら
の
リ
フ
レ
イ
ン
」（
秋
葉
み
の
り
）「
百
万

本
の
鉛
筆
」
（
ゴ
ル
ビ
ー
長
田
）
「
旅
愁
」
（
近
藤
幹
夫
）
「
海
色

本
の
鉛
筆
」
（
ゴ
ル
ビ
ー
長
田
）
「
旅
愁
」
（
近
藤
幹
夫
）
「
海
色

ノ
ー
ト
」
（
中
村
郁
恵
）
な
ど
秀
で
た
作
品
が
あ
り
、

ノ
ー
ト
」
（
中
村
郁
恵
）
な
ど
秀
で
た
作
品
が
あ
り
、
「
ド
イ
ツ
で

「
ド
イ
ツ
で

髪
を
切
っ
て
も
ら
っ
た
ら
」
（
湯
谷
大
志
）
「
瓶
が
教
え
て
く
れ
た

髪
を
切
っ
て
も
ら
っ
た
ら
」
（
湯
谷
大
志
）
「
瓶
が
教
え
て
く
れ
た

夫
婦
の
カ
タ
チ
」

夫
婦
の
カ
タ
チ
」
（
結
咲
り
と
）
「
砂
漠
に
生
き
る
」
（
細
川
與
美

（
結
咲
り
と
）
「
砂
漠
に
生
き
る
」
（
細
川
與
美

子
）
子
）
「
事
務
室
よ
り
」
（
高
岡
隆
一
郎
）
「
ピ
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
」

「
事
務
室
よ
り
」
（
高
岡
隆
一
郎
）
「
ピ
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
」

（
西
本
美
彦
）
な
ど
載
せ
た
い
作
品
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
「
フ
ク

（
西
本
美
彦
）
な
ど
載
せ
た
い
作
品
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
「
フ
ク

ロ
ウ
と
の
生
活
」
（

ロ
ウ
と
の
生
活
」
（M

addy
M

addy

）
な
ど
お
も
し
ろ
い
素
材
だ
っ
た
。

）
な
ど
お
も
し
ろ
い
素
材
だ
っ
た
。

「
わ
れ
ら
の
紀
元
二
千
六
百
年
」
（
梶
川
洋
一
郎
）
も
鋭
い
社
会
批

「
わ
れ
ら
の
紀
元
二
千
六
百
年
」
（
梶
川
洋
一
郎
）
も
鋭
い
社
会
批

評
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
「
送
る
人
」
（
九
条
之
子
）
は
い

評
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
「
送
る
人
」
（
九
条
之
子
）
は
い

い
題
材
だ
が
、
焦
点
の
当
て
方
を
よ
く
す
れ
ば
も
っ
と
光
っ
た
作
品

い
題
材
だ
が
、
焦
点
の
当
て
方
を
よ
く
す
れ
ば
も
っ
と
光
っ
た
作
品

に
な
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

に
な
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

「
癌
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
（
倉
沢
辰
子
）

「
癌
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
（
倉
沢
辰
子
）
「
ス
マ
ス
マ
は
パ
ン
ド
ラ
の

「
ス
マ
ス
マ
は
パ
ン
ド
ラ
の

箱
を
開
け
た
」
（
須
磨
貴
美
子
）
は
異
色
作
で
大
胆
な
表
現
が
眼
を

箱
を
開
け
た
」
（
須
磨
貴
美
子
）
は
異
色
作
で
大
胆
な
表
現
が
眼
を

引
い
た
。

引
い
た
。
「
診
察
枕
の
草
紙　

ス
イ
カ
編
」
（
日
暮
真
由
美
）

「
診
察
枕
の
草
紙　

ス
イ
カ
編
」
（
日
暮
真
由
美
）
「
米
「
米

国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
で
の
ほ
の
ぼ
の
出
産
」
（
谷
美
智
彦
）
「
人
生

国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
で
の
ほ
の
ぼ
の
出
産
」
（
谷
美
智
彦
）
「
人
生

百
年
時
代
」

百
年
時
代
」
（
林
須
磨
）
「
場
の
発
達
障
害
」
（
長
井
潔
）
も
い
い

（
林
須
磨
）
「
場
の
発
達
障
害
」
（
長
井
潔
）
も
い
い
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言
葉
に
誘
わ
れ
て
い
く

作家
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みかみ　ひろし

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
神　

弘

　

メ
ー
シ
リ
ン
グ
順
子
「
ビ
オ
ラ
」
は
、
「
原
因
不
明
の
右
手
の
震

え
の
せ
い
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
が
弾
き
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
」
音
楽
家

が
、
「
ビ
オ
ラ
」
に
出
会
い
、
転
向
し
、
「
も
っ
と
豊
か
な
低
音
を

弾
き
た
い
」
と
、
理
想
に
か
な
う
「
ビ
オ
ラ
」
を
探
し
求
め
て
い
く
。

そ
し
て
出
会
っ
た
「
ビ
オ
ラ
」
は
、
友
人
達
の
推
奨
と
は
こ
と
な
る

も
の
の
、「
何
か
暗
い
、
反
逆
児
的
な
く
せ
に
温
か
い
、
豊
か
な
音
」

を
響
か
せ
た
と
い
う
。

　

読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
「
ビ
オ
ラ
」
が
人
格
を
も
ち
、
制
作

者
を
語
り
も
し
、
奏
者
で
あ
る
「
私
」
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
も

し
、
人
生
さ
え
暗
示
し
て
い
く
。
い
わ
ば
、
「
ビ
オ
ラ
」
が
主
人
公

に
な
っ
て
い
く
。
作
品
づ
く
り
に
は
方
法
と
技
術
が
必
要
だ
が
、
こ

う
し
た
試
み
に
注
目
し
た
い
。

　

石
田
真
一
「
そ
ば
打
ち
に
ハ
マ
る
高
校
生
」
は
、
農
業
科
高
等

学
校
に
お
け
る
教
師
と
生
徒
達
の
「
そ
ば
打
ち
」
の
実
践
記
録
だ
。

「
そ
ば
道
場
に
通
い
、
技
術
修
得
に
努
め
た
」
教
師
が
、
「
そ
ば
打

ち
、
や
れ
へ
ん
か
」
と
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
く
生
徒

達
が
集
っ
て
き
た
と
い
う
。
集
っ
て
き
た
も
の
の
、
道
具
が
な
い
か

ら
、
こ
れ
も
自
作
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
木
の
丸
棒
を
紙
や
す
り
で

磨
き
上
げ
て
麺
棒
」
に
す
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
「
毎
年
春
に
な
る
と
、
そ
ば
打
ち
に
興
味

を
も
つ
生
徒
が
入
部
を
希
望
」
す
る
よ
う
に
な
る
。
高
齢
者
介
護
施

設
を
訪
問
し
「
打
ち
た
て
の
そ
ば
を
試
食
し
て
も
ら
う
」
活
動
を
展

開
す
る
よ
う
に
も
な
る
。
「
国
際
そ
ば
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
し

た
り
、
「
そ
ば
打
ち
段
位
に
挑
戦
し
、
多
く
の
生
徒
が
合
格
」
す
る

よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

読
み
ど
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
伝
統
文
化
の
継
承
や
、
体
験
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学
習
の
重
要
性
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
い
た
る
ま
で
、
話

題
も
さ
ま
ざ
ま
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
社
会
批
評
に
も
な
っ
て
い
る
。

闊
達
で
、
伸
び
や
か
で
、
痛
快
な
作
品
だ
。
生
徒
達
の
息
遣
い
、
筋

肉
の
動
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
指
導
者
で
あ
る
教
師
の
「
生
徒
達
が

な
ぜ
そ
ば
打
ち
に
ハ
マ
っ
た
の
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
は
、

読
者
に
手
渡
す
も
の
が
多
い
述
懐
だ
。

　

藪
口
莉
那
「
ビ
ー
バ
ー
の
目
」
は
、
「
目
を
開
け
る
と
、
黒
と
紺

を
幾
重
に
も
重
ね
た
空
と
、
月
と
星
が
あ
っ
た
」
と
は
じ
ま
り
、
異

国
の
夜
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
「
天
井
に
ぽ
っ
か
り
開
い
た
天
窓
か

ら
夜
空
を
見
上
げ
」
る
「
私
」
が
登
場
す
る
。

　

作
品
を
読
む
こ
と
は
、
筋
立
て
や
意
味
で
も
な
く
、
た
だ
、
言
葉

に
誘
わ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
作
品
は
「
私
」

の
日
常
生
活
を
振
り
返
り
「
太
陽
が
の
ぼ
る
前
に
目
覚
め
る
夜
が
二

年
ほ
ど
続
い
て
い
た
」
と
い
い
、
そ
の
頃
の
日
記
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
「
私
」
の
言
葉
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
月
と
星
も
な
く
て

「
洞
窟
の
な
か
に
蝙
蝠
」
が
棲
ん
で
い
る
。

　

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
へ
の
旅
の
目
的
は
「
野
生
動
物
を
見
る

こ
と
だ
っ
た
」
と
あ
り
、
「
山
中
か
ら
」
「
動
物
の
息
遣
い
を
感

じ
」
た
と
も
い
う
。
帰
国
が
迫
っ
た
日
、
も
っ
と
も
出
会
い
た
か
っ

た
「
ビ
ー
バ
ー
」
が
「
川
面
に
浮
か
ん
だ
」
と
い
う
。
「
私
は
走
り

出
し
た
。
す
る
と
、
相
手
も
す
い
す
い
と
水
を
切
っ
て
こ
ち
ら
に
近

付
い
て
く
る
」
「
私
と
目
が
あ
っ
た
」
と
、
出
会
い
を
確
か
に
す
る
。

　

帰
国
後
の
今
日
の
「
私
」
も
報
告
さ
れ
る
。
「
彼
は
滑
る
よ
う
に

題
材
の
輝
き
を
有
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

題
材
の
輝
き
を
有
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　

総
じ
て
今
回
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
や
運
命
の
上
に
乗
っ
て
、
深

　

総
じ
て
今
回
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
や
運
命
の
上
に
乗
っ
て
、
深

い
体
験
の
世
界
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
運
命
の
苛

い
体
験
の
世
界
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
運
命
の
苛

酷
さ
に
堪
え
、
苦
闘
を
乗
り
越
え
、
あ
る
い
は
挫
折
し
て
、
輝
き
を

酷
さ
に
堪
え
、
苦
闘
を
乗
り
越
え
、
あ
る
い
は
挫
折
し
て
、
輝
き
を

得
て
い
る
。
一
度
き
り
の
人
生
の
輝
き
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
こ
こ

得
て
い
る
。
一
度
き
り
の
人
生
の
輝
き
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
こ
こ

に
あ
る
。
そ
れ
に
意
味
を
与
え
、
そ
れ
を
共
感
し
、
共
有
し
て
い
く

に
あ
る
。
そ
れ
に
意
味
を
与
え
、
そ
れ
を
共
感
し
、
共
有
し
て
い
く

こ
と
が
、
文
学
の
大
き
な
作
用
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
形
で
深
く
広
く

こ
と
が
、
文
学
の
大
き
な
作
用
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
形
で
深
く
広
く

共
有
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
次
回
も
期
待
し
た
い
。

共
有
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
次
回
も
期
待
し
た
い
。

泳
ぎ
、
私
の
元
へ
や
っ
て
来
る
。
私
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
」
「
そ
の

目
を
見
る
と
、
あ
の
日
と
地
続
き
の
こ
の
日
常
を
も
う
少
し
生
き
て

み
よ
う
」
と
、
言
葉
を
見
つ
け
て
い
く
。
作
品
が
、
「
野
生
」
な
る

も
の
に
向
け
て
言
葉
を
さ
が
す
旅
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ビ
ー

バ
ー
の
目
に
つ
い
て
語
る
の
は
、
こ
ん
ど
は
読
者
の
側
に
な
る
。

　

菱
川
町
子
「
破
り
捨
て
た
招
待
状
」
は
、
教
室
が
無
法
地
帯
と
な

る
「
学
校
崩
壊
」
の
な
か
で
、
定
年
間
近
の
女
教
師
の
奮
闘
振
り
が

語
ら
れ
て
い
く
。
孤
立
無
援
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
役
に
立

た
ず
、
自
信
を
な
く
し
て
い
く
。
「
学
級
崩
壊
」
と
い
う
マ
ス
コ
ミ

用
語
が
、
具
体
的
に
描
か
れ
て
も
い
く
。
読
者
に
は
、
女
教
師
の
相

手
と
い
う
の
は
目
の
前
の
生
徒
ば
か
り
で
な
く
、
教
育
制
度
や
、
父

兄
や
、
姿
の
見
え
な
い
時
代
や
社
会
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

わ
れ
て
く
る
。

　

さ
て
、
歳
月
を
経
て
「
学
校
崩
壊
」
の
な
か
で
手
こ
ず
ら
せ
た
卒

業
生
か
ら
、
成
人
式
へ
の
招
待
状
が
く
る
。
女
教
師
の
態
度
は
「
即

座
に
破
り
捨
て
た
」
と
あ
る
。
こ
の
作
品
の
評
価
す
べ
き
は
、
い
わ

ゆ
る
恩
師
と
卒
業
生
の
「
美
談
」
に
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。
そ
こ
に

こ
の
女
教
師
の
教
育
者
と
し
て
の
誇
り
、
信
念
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

蝶
野
う
ら
ら
「
今
宵
は
ひ
た
す
ら
人
類
の
未
来
に
つ
い
て
思
い
を

馳
せ
る
」
は
、
「
哺
乳
類
の
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
、
ド
リ
ー
誕
生
を

報
じ
る
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
釘
付
け
に
な
っ
た
」
と
は
じ
ま
り
、

「
創
世
記
の
天
地
創
造
を
ビ
ミ
ョ
ー
に
信
じ
て
」
い
る
「
私
」
は
「
神
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1978 山梨県生まれ 
　東海大学文学部卒
2002「看板屋の恋」で第
　91 回文學界新人賞受賞
「狼を見る」（文芸思潮）
「ご眷属様ジャーニー」（三
田文學）他「長者屋敷の寝
られぬ座敷」（合作）で佐々
木喜善賞など　構成作家と
しても活動中

つづき　たかひろ

コ
ロ
ナ
禍
の
リ
モ
ー
ト
で
は
な
い
短
縮
選
考
会

都
築
隆
広　

　

コ
ロ
ナ
禍
。ZO

O
M

会
議
や
リ
モ
ー
ト
飲
み
会
に
も
、
よ
う
や

く
慣
れ
た
七
月
下
旬
の
選
考
会
は
「
リ
モ
ー
ト
に
は
な
ら
ん
だ
ろ
う

な
ぁ
」
と
予
想
は
し
て
い
た
が
案
の
定
、
マ
ス
ク
を
付
け
て
机
を
離

し
、
除
菌
し
た
り
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
意
識
し
、
二
時

間
と
い
う
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
付
き
で
行
わ
れ
た
。
最
優
秀
賞
は
全
体

的
に
評
価
が
高
か
っ
た
「
ビ
オ
ラ
」
と
五
十
嵐
編
集
長
と
私
が
推
し

て
い
た
「
そ
ば
打
ち
に
ハ
マ
る
高
校
生
」
と
な
り
、
水
木
亮
審
査
員

が
強
く
推
薦
し
た
「
珈
琲
店
の
奇
跡
」
は
惜
し
く
も
最
優
秀
賞
と
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
優
秀
賞
の
筆
頭
に
お
さ
ま
っ
た
。

　

高
評
価
の
「
ビ
オ
ラ
」
だ
が
、
最
優
秀
賞
に
な
っ
た
の
は
意
外
で

も
あ
っ
た
。
ビ
オ
ラ
と
い
う
楽
器
へ
の
作
者
の
想
い
は
描
か
れ
て
い

る
も
の
の
、
主
題
で
あ
る
は
ず
の
ビ
オ
ラ
職
人
の
Ａ
さ
ん
と
の
交
流

の
ド
ラ
マ
が
薄
い
よ
う
に
も
感
じ
た
。
優
秀
賞
で
も
い
い
の
で
は
な

い
か
？　

と
個
人
的
に
は
思
え
た
の
だ
け
れ
ど
、
独
特
な
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
も
あ
り
、
総
合
力
で
一
位
を
射
止
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

同
じ
く
、
最
優
秀
賞
の
「
そ
ば
打
ち
～
」
は
語
り
手
で
あ
る
高
校
教

師
が
「
そ
ば
打
ち
初
段
」
を
得
て
、
高
校
生
に
そ
ば
打
ち
を
教
え
る

と
い
う
冒
頭
か
ら
、
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
の
如
く
、
物
語
が
ど
ん

ど
ん
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
行
く
く
だ
り
が
読
ま
せ
る
。
と
は
い

え
、
社
会
批
評
賞
に
な
る
だ
ろ
う
と
踏
ん
で
も
い
た
。
最
優
秀
賞
と

な
っ
た
と
き
に
は
「
い
い
ん
す
か
？ 　

そ
ば
打
ち
っ
す
よ
？
」
と

サ
プ
ラ
イ
ズ
人
事
を
思
わ
さ
れ
、
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
心
持
ち

と
な
っ
た
。

　

優
秀
賞
の
「
珈
琲
店
の
奇
跡
」
は
最
後
の
辺
り
で
含
蓄
の
あ
る
話

に
持
っ
て
行
っ
た
手
腕
は
評
価
し
た
い
。
と
は
い
え
、
今
年
の
エ
ッ

セ
イ
賞
を
代
表
す
る
作
品
と
呼
ぶ
に
は
、
小
事
件
過
ぎ
る
。
確
か
に

こ
う
い
っ
た
人
生
の
喜
び
は
稀
に
あ
り
、
執
筆
動
機
も
わ
か
る
。
け

れ
ど
も
、
皆
が
大
な
り
小
な
り
経
験
す
る
こ
と
で
、
「
奇
跡
」
は
や

は
り
い
い
過
ぎ
だ
ろ
う
。
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
東
８
番
街
の
奇
跡
」
と

か
「
三
十
四
丁
目
の
奇
蹟
」
と
か
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
の
「
ミ
ラ

ク
ル
／
奇
蹟
」
と
か
、
タ
イ
ト
ル
に
「
奇
跡
」
と
付
く
と
ど
う
し
て

も
作
品
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
し
ま
う
。
エ
ッ
セ
イ
や
小
説
の
題

名
に
付
け
る
こ
と
は
個
人
的
に
は
推
奨
し
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
毎
年
、
推
薦
作
が
上
位
に
食
い
込
ま
な
い
こ
と
に
か
け

て
は
定
評
の
あ
る
私
だ
。
都
築
に
審
査
段
階
で
推
薦
さ
れ
た
ら
最
早
、

へ
の
冒
涜
じ
ゃ
な
い
の
」
と
衝
撃
を
受
け
る
。
作
品
の
テ
ー
マ
は

「
人
間
の
欲
望
は
何
処
ま
で
行
く
の
か
」
と
明
ら
か
で
、
論
理
的
文

章
に
直
す
こ
と
で
簡
単
に
要
約
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
の
作
品

の
読
み
ど
こ
ろ
は
「
私
」
に
親
し
み
と
身
近
さ
が
あ
り
、
語
り
口
に

魅
力
が
あ
る
こ
と
だ
。
大
真
面
目
な
自
問
自
答
の
あ
げ
く
に
、
「
わ

け
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
」
「
今
夜
は
一
杯
飲
ん
で
帰
ろ
う
」
の
気

分
に
も
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。
題
名
も
気
が
利
い
て
い
て
、
作
者
の

余
裕
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

佐
高
源
「
恩
師
へ
の
思
い
」
は
、
古
希
を
過
ぎ
た
あ
る
日
、
身
の

回
り
を
整
理
し
て
い
る
と
眼
鏡
が
出
て
く
る
。
小
学
生
の
と
き
先
生

に
買
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
眼
鏡
を
か
け
て
鏡

を
の
ぞ
い
た
と
き
の
う
れ
し
か
っ
た
顔
な
ど
が
よ
み
が
え
っ
て
き
て
、

眼
鏡
は
、
恩
師
へ
の
愛
情
を
身
近
に
す
る
記
念
品
と
な
っ
て
い
く
。

作
品
は
、
恩
師
か
ら
贈
ら
れ
た
眼
鏡
を
か
け
て
の
「
成
長
の
記
録
」

と
も
な
っ
て
い
る
。

　

宮
永
徹
子
「
人
生
最
後
は
特
上
握
り
」
は
、
二
十
代
の
女
性
の

一
人
旅
だ
。
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
読
者
は
「
私
」
の
気
ま
ま
さ
に
同
行
し
、
「
私
」
の
語
る
ま
ま

に
、
一
緒
に
体
験
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
食
費
を
節
約
す
る

旅
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
最
終
泊
の
夕
食
は
贅
沢
三
昧
を
し
よ
う
」

と
決
め
て
い
る
。
や
が
て
旅
の
終
わ
り
に
寿
司
屋
で
念
願
の
「
特
上

握
り
」
に
至
福
の
と
き
を
過
ご
す
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
も
う
ひ
と
つ

の
ド
ラ
マ
が
は
じ
ま
っ
て
い
く
。

不
吉
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
今
回
の
推
し
は
優
秀
賞

「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
と
奨
励
賞
の
「
山
田
耕
筰
と
マ
ニ
キ
ュ
ア
」
だ
っ

た
。
「
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
」
は
、
自
宅
が
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
だ
と
い
う
設

定
が
す
で
に
素
敵
な
の
で
、
題
名
が
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
で
も
良

か
っ
た
気
が
す
る
。
し
か
し
五
十
嵐
編
集
長
に
「
こ
れ
は
『
チ
キ
ン

ラ
イ
ス
』
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
で
す
よ
」
と
断
言
さ
れ
て
、
「
で
、
で

す
よ
ね
ぇ
」
と
今
年
も
つ
い
忖
度
を
し
て
し
ま
っ
た
。
「
チ
キ
ン
ラ

イ
ス
」
と
い
う
と
、
我
々
の
世
代
で
は
松
本
人
志
が
作
詞
し
て
、
浜

田
雅
功
と
槇
原
敬
之
が
歌
っ
た
ヒ
ッ
ト
曲
を
連
想
す
る
。
こ
ち
ら
も

貧
乏
な
少
年
時
代
を
歌
っ
た
も
の
で
、
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
が
子
供
達
に

と
っ
て
、
外
食
の
御
馳
走
と
貧
乏
料
理
の
中
間
だ
っ
た
時
代
が
確
か

に
あ
り
、
昭
和
史
の
一
頁
だ
ろ
う
。
現
代
だ
と
喫
茶
店
で
チ
キ
ン
ラ

イ
ス
を
食
べ
る
と
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
り
し
て
、
逆
に

高
く
つ
く
。
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
に
憧
れ
と
親
近
感
が
あ
っ
た
時
代
は
遥

か
昔
で
、
最
後
の
三
行
に
は
ほ
ろ
り
と
さ
せ
ら
れ
た
。

「
山
田
耕
筰
と
マ
ニ
キ
ュ
ア
」
は
巨
匠
山
田
耕
筰
に
マ
ニ
キ
ュ
ア
を

塗
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
、
貴
重
な
体
験
記
だ
。
し
か
し
「
有
名

人
に
頼
っ
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
は
良
く
な
い
」
と
い
う
物
言
い
が

つ
い
て
、
あ
ま
り
支
持
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
音
楽
家
は
楽
器
を
演

奏
す
る
か
ら
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
単
な
る
性

癖
か
、
山
田
耕
筰
が
な
ぜ
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
っ
て
い
た
の
か
に
関

す
る
説
明
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
良
か
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
も
活
字
に
す

べ
き
貴
重
な
経
験
で
あ
る
。
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ま
た
ま
た
水
木
選
考
員
が
執
拗
に
推
し
て
い
た
の
は
、
優
秀
賞

「
貯
金
こ
れ
だ
け
で
よ
く
平
気
だ
ね
」
。
金
持
ち
の
胸
糞
な
態
度
の

悪
さ
と
、
語
り
手
の
清
掃
員
の
素
朴
な
人
柄
が
対
比
と
な
っ
て
、
読

者
好
感
度
も
き
っ
と
高
い
作
品
だ
ろ
う
。
た
だ
、
金
融
庁
の
老
後
に

二
千
万
円
必
要
問
題
に
関
し
て
、
そ
れ
だ
け
の
金
銭
を
必
要
と
し
て

い
る
人
々
が
「
そ
も
そ
も
欲
張
り
過
ぎ
て
い
る
」
と
結
論
付
け
る
部

分
に
は
異
論
が
あ
る
。
芸
人
の
中
田
敦
彦
が
開
設
し
たY

ou T
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「Y

ouT
ube

大
学
」
に
よ
る
と
、
そ
の
報
告
に
は
「
国

民
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
さ
せ
、
投
資
を
行
わ
せ
、
個
人
で
老

後
に
備
え
さ
せ
る
」
と
い
う
、
裏
の
意
図
が
あ
る
ら
し
い
。
つ
ま
り

「
老
後
に
二
千
万
円
が
必
要
っ
て
い
う
の
は
、
単
に
投
資
を
開
始
せ

よ
っ
て
話
で
す
ぜ
？
」
とY

ouT
ube

で
聞
き
齧
っ
た
知
識
で
口
を

挟
み
た
く
な
る
。
ま
ず
、N

ISA

（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）
よ
り

始
め
よ
。
…
…
と
一
応
の
打
開
策
を
提
言
は
し
て
み
る
も
、
現
実
問

題
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
共
感
す
る
人
の
方
が
、
急
にN

ISA
を
始
め

る
人
よ
り
は
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
他
に
も
、
優
秀
賞
「
小
さ
な
発
見

　

野
菜
の
祖
先
と
出
会
う
旅
」
「
息
子
の
学
生
服
」
、
社
会
批
評
優

秀
賞
「
移
動
の
自
由
と
喜
び
を
求
め
て
」
あ
た
り
も
力
作
だ
っ
た
の

で
推
薦
し
て
お
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
、
投
稿
さ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
も
現
代
を
意
識
さ
せ

る
題
材
が
多
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
上
位
を

占
め
た
の
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
や
人
間
愛
を
描
い
た
作
品
群
で
あ
る
。

裏
を
返
せ
ば
、
過
去
へ
の
哀
惜
や
人
間
愛
を
通
し
て
閉
塞
的
な
自
粛

エ
ッ
セ
イ
賞
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潮

社
会
を
乗
り
切
ろ
う
と
い
う
人
々
の
想
い
が
、
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
形

で
結
実
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
過
去

を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
そ
ば
打
ち
も
し
て
み
た
い
。

選考会風景

　文芸思潮では広くエッセイを募集します。日々の暮らしのなかでの思い、様々な体
験、ユニークな視点、痛烈な批判、残しておくべき重要な記憶・記録など、自由な随
筆作品をお寄せ下さい。聞き書きのような、他の人の語りをまとめたものでもけっこ
うです。短文の世界に言葉の自由な翼をひろげて多くの人に語りかけてください。優
れた作品は、「文芸思潮」誌上に発表し、インターネットにも載せて、永く保存します。
文芸思潮エッセイ賞作品募集要項
主旨●随筆文学の顕彰によって文芸創作エネルギーを活性化する。短文学の才能や稀
有な人生体験・世界観を掘り起こし、それぞれの生活に密着した記録を保存するとと
もに、広く社会に知らしめ、文芸の興隆に寄与する。
募集内容●オリジナルのエッセイ作品。ただしこれまで同人雑誌に発表したものを改
作したものも可。一人一篇に限る（複数作品応募者は失格とする）。
応募資格●不問
応募規定● 4000 字以内（極力パソコン A4 用紙出力のこと。やむをえない手書きの
場合はＡ 4 原稿用紙を使用する／ B4 は失格）。※応募審査料 1800 円を郵便為替で
同封のこと。パソコン原稿は A4 用紙 40 字× 30 行で印字。必ず右上を閉じること。
別紙に①応募部門（第16回「文芸思潮」エッセイ賞応募作品と明記）②タイトル③本
名およびペンネーム④性別・年齢・生年月日⑤〒（必ず郵便番号を明記のこと）住所
⑥電話番号⑦職業・略歴⑧ 400 字詰換算原稿枚数を記したものを添付。これらが厳守
されていないものは失格となる。⑨応募審査料 1800 円を郵便為替などで同封のこと
（為替には無記入・無押印）。外国からは 15US ドルを同封。※応募原稿は返却し
ないので、必ずコピーを取ったうえで送付のこと（コピー送付が好ましい）。
応募先●〒 158-0083 東京都世田谷区奥沢 7-15-13 アジア文化社
　　　　「文芸思潮」エッセイ賞係
　　　　TEL03-5706-7847　FAX 03-5706-7848

　E-mail　 bungeisc@asiawave.co.jp
賞●エッセイ賞■賞状・トロフィー・賞金 10 万円（2 名は 7 万円／ 3 名は 5 万円）
　　　　優秀作■賞状・賞メダル・賞金 3 万円（4 名以上は 2 万円）
　　　　奨励賞■賞状・賞メダル　佳作・入選■賞状・記念品
選考委員●三神弘・水木亮・都築隆広・五十嵐勉
締切● 2021 年 3 月 31 日（当日消印有効）
発表●予選通過作品発表は 2021 年 6 月 25 日発売の「文芸思潮」80 号、またインタ
ーネット・ホームページでも行なう。最終結果・最優秀作・優秀作は 2021 年 9 月 25
日発売の「文芸思潮」81 号に発表掲載。奨励賞なども順次「文芸思潮」に掲載する。
主催●文芸思潮
※主催者から　日々の中に埋もれている強い思いや記憶、味わい深い生活感、残し
ておきたい体験、矛盾に満ちた人生への痛切な抗議、体験に基づいた現代への鮮烈な
視点など、短い文章でなければできないあなたのエッセイ作品をお寄せください。

第16回　文芸思潮エッセイ賞　作品募集作品募集

※恐縮ですが応募審査料 1800 円を御協力
くださいますようお願い申し上げます。


